
馬道

今回の報告書は、皆様におかれましては「懐かしい」「見慣れた」大学の風景だけではなく

一方で、私のやがての趣味になるであろう江戸－東京の時代散策を行いたいと言う勝手な嗜好を

併せまして、古地図や古い写真も掲載しました。お楽しみ頂けましたら幸いです。

2023.12.19　西東京稲門会散策の会　早稲田界隈　写真報告書

現在の高田馬場駅　奥のBIGBOX前に集合して今回の散策の会は始まる

１９１０(明治４３)年に開設された高田馬場駅　写真は1960(昭和３５)年頃の駅の風景



理工学部キャンパス入口の大隈重信公の胸像

総勢１１名の方々で戸山公園内を闊歩される皆さま



理工学部キャンパスでまずは記念写真の撮影

昭和３８年頃の航空写真　理工学部キャンパスの全景と校舎　公園などがあった





　馬道が担当したメゾン　この一階(道路からは地下になる)草間さんの無名時代のアトリエでした

　メゾンオーナーは、草間彌生さんとお知り合いで、すぐ近くのアトリエにご案内いただいた

　草間さんはお留守でしたが、中に入ると1～2階は吹き抜けで大空間の建築でした。

←草間彌生さんのアトリエと

　左奥に草間彌生美術館

　 　(上の写真は　正面です)

草間彌生美術館

草間彌生さんのアトリエ

草間彌生美術館



以前は、この辺に木

造二階建ての再建築

されたと思われる漱

石の住まいがありま



夏目漱石生誕の地へ向かう途中にあった

新宿区立　早稲田小学校

大学とは全く無関係ですがこの辺が昔か

らの早稲田の地名です

(大学はココでもこの地の西北に在ります)

ちなみに建築家は、渡辺仁(東大建築卒)氏

であの銀座のシンボル服部時計店を設計

された方です。



夏目漱石生誕の地

現在は、一階店舗上階メゾンの商業建築

が建っています

二代目学長の天野為之(1915-17年)の発案

で早稲田実業が創建されたが意見が合わず

外野におかれる　今の早稲田実業高校は

国分寺の高台にあります



←現在の大隈庭園入口に立つ早稲田大学最古の建築物「門衛所」

大隈邸の塀は、時計台の前の道路に面して建てられていました。

↓1902年(明治25)年　大隈邸の再建時に作られた門衛所が今も

　大隈庭園への人の出入りを見守っている

やはり時計台で記念写真です



【早稲田大学の今昔物語　写真集】

1854(嘉永7)年の古地図（↓古地図は縮尺が正確ではないため現在の地図に作り直した:新創社編）

穴八幡宮

高田馬場

現在の西門から

早稲田通りとグ

ランド坂通りに

面する土地にあ

り、あの堀部安

兵衛の仇討ちで

有名な場所

甘泉園

早稲田大学本部

キャンパス

夏目漱石生誕の地

早稲田アリー

ナ＆文学部

キャンパス

水稲荷神社

大隈庭園＆大隈

講堂時計台



↑江戸末期の古地図を現在の地図に作り直した

　　は現在の馬場下町交差点 →現在の地図

は古地図と現在の道路を示す

(現在の文学部キャンパスから本部キャンパスへ

大隈講堂の全面道路から金城庵への道は、江戸

時代から続く古い街並みがあった道で　水稲荷

神社への参道でもあったのだろう。

①本部キャンパスは井伊掃部頭の屋敷跡

②水稲荷神社跡地は現９号館の立地である

③文学部キャンパスは尾張家の屋敷跡

④早稲田実業のあった場所は一橋家跡

⑤大隈庭園は当時の川を庭の景観に利用
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←現在の法学部ヨコの南門

矢印の位置あたりに旧正門が

あったらしい

大隈重信公も今の早稲田通りに驚愕だろう

当時の正門の風景（奥の煉瓦造りの建物は上の写真の左の建物：現法学部校舎当たり)

良く見慣れた東京専門学校の正門方向からの全景(白黒写真をカラー化)正門ってどこ？
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上の写真と同じ位置で撮らせていただいた写真です

当然、当時は大隈重信公の銅像は、まだ無い

我等がシンボルの銅像は、東京専門学校の発祥の地から

ずっと学生の変遷を見守っていただいているのだ

1884年5月　東京専門学校(二年制)　初の卒業式の写真(現７号館前)



1908(明治41)年　皇室より金三万円を賜り恩賜記念館

を建築(左の写真)　1918(大正7)年に増築しコの字の

建築になる(上の写真　白黒写真をカラー化)

東京専門学校発祥の地(現７号館)の位置に立てられた

(慶応大学のような煉瓦の校舎もあったのだ)

↓昭和初期の現在の正門あたりからの写真

恩賜記念館は、第二次世界大戦で焼失する

現在の正門ないし通用門あたりからの写真

恩賜記念館



古地図や古い写真にも飽きてきたでしょうが最後に学院の歴史　1920(大正9)年の大学令により

早稲田大学となるに伴い旧制の三年生の早稲田高等学院を文学部キャンパスに設置されます

その頃の門と奥に木造の校舎が望めます

1964年の東京オリンピックフェンシング会場になった

多くの方々がここで入学式の最初に、そして卒業式の

最後に「涙と共に都の西北」を歌った場所である

早稲田高等学院は　文学部キャンパスに始まり

1950(昭和25)年早稲田大学附属早稲田高等学院と改称

1956(昭和31)年　上石神井へ移転し現在に至る



【金城庵での2023年　西東京稲門会散策の会　忘年会】

初代散策の会会長の金子さんのご挨拶と乾杯のご発声をいただく



本日の記念の集合写真

お一人づつ近況報告がありました



一方で、私のやがての趣味になるであろう江戸－東京の時代散策を行いたいと言う勝手な嗜好を

併せまして、古地図や古い写真も掲載しました。お楽しみ頂けましたら幸いです。 冬
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【編集後記】

今回は、早稲田界隈で理工学部キャンパスから夏目漱石の終焉の地

生誕の地をめぐり、大隈庭園への散策でした。

そして何よりも懐かしの「金城庵」での忘年会でした。

私の趣味は、今のところ登山やカメラ、料理などですが、やがて

登山も出来なくなった暁には「江戸-東京時代MAP」歩きです。

４０年ぶりにまた大学に通うようになり、校舎の変遷に驚いています。

古地図から早稲田大学の発祥の地を知りたいと資料集めを始めました。

HPレベルですが、かなりいろんな情報があることを知りました。

懐かしい、見慣れた景色では、面白くないと東西古今の資料を

いつもの写真報告書の中に散りばめました。如何でしたか？

早稲田大学本部キャンパスの多くは井伊家下屋敷ですが、江戸時代に人気の「水稲神社」の変遷を知りたい。

941(天慶4)年、冨塚稲荷または将軍稲荷と称され安置され、1702(元禄15)年、大　の根元より湧水があり

眼病に効くと人気になる。1963(昭和38)年、早稲田大学の土地と交換し現在の甘泉園の一角の地に移転。

元の地には、現在、９号館が建っているが、今年より解体され吹き抜けが大きな校舎に建替えられます。

もっとたくさんのことをお伝えしたいのですが、それは次回として少しでも味わい深いものになれば幸いです。

1911(明治44)年の高田富士

1780(安永9)年高田富士


